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２５１２１２　１熟 練 者 群
２５１０　５１０未熟練者群
５０２２１７１１計
P＜０.０５
－７－
楕円球をドロップキックするコツを知る
て示唆に富む興味深い成果が提示されている（泰，１９８２）。
泰（１９８２）は，ラグビーボールを用いたドロップキック
の習熟過程について，大学生を対象として２１日間の追跡
実験を行っている。実験期間中，技術的な指導を一切行
わずに，各被験者に対して総計２１０本ずつのドロップ
キックを試行させた結果，キック動作の動揺度やキック
動作パターンには，有意な変化が認められず，ドロップ
ゴールの成功率は，僅かに１２.３％から２７.０％に上昇した
のみであったことを報告している。この結果は，ラグビー
ボールを用いたドロップキックの技術修得には，適切な
時期に適確な指導が切要であることを強く示唆するもの
である。一般に，巧緻性の高い運動技術の獲得にはゴー
ルデンエイジと称されるような臨界期が存在している。
神経支配比が大きく運動単位数の少ない脚部が関与する
運動技術の修得は大学生では容易ではないことを考慮す
れば，タグラグビーを初めて行う小学校３・４年生段階
において，キッキングの指導を付加することが効率的で
実践的であると思われる。キッキング技術の向上は，タ
グラグビーの学習内容やラグビーフットボール競技の戦
術・戦略に新たな変革をもたらす可能性も示唆されてい
る（津山ほか，２００８；下園，２０１２）。
　従来，ラグビーフットボール競技の特性であるスロー
フォワードルールの理解は，小学校段階では困難である
とされてきたが，佐藤・鈴木（２００８）は，２〜３単元時
間で可能となることを報告している。ドロップキックの
コツとなり得るリバウンドボールのコントロールおよび
体幹の回旋動作に着目した技術修得の過程の追究につい
ては，今後の検証課題としたい。
Ⅴ　結　　語
　楕円球をドロップキックする技術的要因について，男
子大学生１０名を対象に，熟練者群と未熟練者群に大別し
て検証を行い，以下のような知見を得た。
１）ボール初速度，ボール飛距離，ゴール成功数および
ボールドリブル回数の各項目において，熟練者群が有
意に高値を示した。
２）熟練者群のキック動作角度は，未熟練者群よりも有
意に高値を示した。
３）ボールドリブル回数とボール初速度，ボール飛距離
およびゴール成功数の間に有意な正の相関関係が認め
られた。
４）熟練者群のリバウンドコントロールでは，鉛直方向
では真上あるいはややキッカー側に，水平方向では
ボールを中央あるいはやや右側にバウンドさせている
傾向が認められ，未熟練者群とは有意に異なっていた。
　以上のような結果から，楕円球をドロップキックする
技術的要因は，ボールリバウンドのコントロールの可否
と体幹の回旋運動にある可能性が示唆された。ボールド
リブル回数の再現性が高く，ボールリバウンドを鉛直方
向においては真上またはやや後方に，水平方向において
は中央またはやや右にバウンドさせることがドロップ
キック技術向上の要因であると推察された。
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